
米

升市

書

史

所

載

王

義

之

帖

考

中

田

勇

次

郎

宋

の
米

箭

の
あ

ら
わ
し

た

「
書
史

」

一
巻
は

、
法
書

の
閲

玩
、
鑑
識

、
収
蔵

に

つ
い
て
、

も

っ
と
も

専
門

的
な
著

述

で
あ

る
と

三
口
っ
て
よ
く
、
法

書

の
研

究

に
は
欠

く

こ
と

の
で
き
な

い
重
要

な
役

割
を
果

し

て

い
る
も

の
で

あ
り

、

こ
れ
な
く
し

て
法
書

を
語

る

こ
と

は

で
き

な

い
。
し

か

し
、

こ
の
著
述

に
関
し

て
は
、
今

な
お
釈

読

し
た

も

の
は

ほ
と

ん
ど

な

い
の
で
、

こ

こ
で
改
め

て

こ
の
著

述

を
取
り
あ

げ

て
み
た

い
。

私
は
か

っ
て

「
米

董
著
書

所
見
法

書

目
録
」

(
小
著

中

国
書

論
集
掲

載
)
を
作

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

そ

れ

に
よ

る
と

、
米
茜

の
書

史

に
取

り
扱

っ
た
法
書

は
、

お
よ

そ
百

二
十

項
目

ほ
ど
あ

り
、
西
晋

か
ら

五
代

に
わ

た
り
、

晋

唐

の
名
蹟

を

主
と
し

て
収

め
て

い
る
。
か

れ

の
書
論

に

よ
る
と
、
晋

人

の
真
蹟

の
平
淡
自

然

の
美

し

さ
を
最

上
品

に
お
き
、

晋
人

の
書
蹟

に
は
と
く

に
意

を
尽
し

て
い
る

。
と

く

に
王
義
之

に

つ
い
て
は
、
も

っ
と
も
多

く
力

を

そ
そ

い
で

い
る
。

そ

の
作

は
小
楷

の
楽

毅
論
、
黄

庭
経

、

東
方

朔
画

賛
を
は

じ
め

と
し

て
、
十

七
帖

、
蘭

亭
序

か

ら
、

行
書

ま
た
は
草
書

の
尺
憤

の
か
ず
か
ず

の
名

品
に
及

ん

で

い
る
。

そ

の
中

に
は
、
今

日
、
搦

模
本

ま
た

は
墨

拓

法
帖

で
伝
え
ら

れ
る
も

の
も
あ

っ
て
、

王
書

の
研
究

に
は
も

っ
と
も
大
き

な
基

本
的
な
文

献
と

な

る
も

の

で
あ

る
。

こ
れ

に
次

い
で
王
献
之
、

そ

の
他
晋

人

の
名

士

の

書
蹟

に
も
多
く

説
き

及

ん
で

い
る
。

こ

こ
に
書
史

を
と

り
あ
げ

て
、

そ

の
考

証
を
試

み

よ

う
と

お
も
う

が
、
そ
れ

に
は
、

ま
ず

は
じ

め
に

、
米
侑

が
も

っ
と
も

高

い
鑑
識
を

傾
け

た
と

こ
ろ

の
東

晋

の
王
義

之

の
法

書

を

こ
の
書

の
な
か

か
ら

え
ら

ん
で
、

そ
れ

に

つ
い
て
解

読

と
注
記
を

加

え
な
が
ら
、

か
れ

の
王
書

に
対
す

る
鑑
識

の
あ

と
を
明

ら
か

に
し

て
ゆ
き

た

い
。
順

序

は

ほ
ぼ
前

記

の

「
米

箭
著
書
所

見
法

書
目
録
」

に
従

っ
た
。

楽

毅
論

染
本

楽
毅

論

の
智

永

の
践

に
、

「
梨

の
世

に
華
写

し
て
内

府

よ

り
出
し
、

天
下
は

之

を
珍

と
し

た
。

そ

の
間
、

両
字
を

書

き
誤

っ
た
。

そ

こ

で
雌
黄

を
も

ち

い
て
治
定

(
修

米
箭
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
苦
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

正
)
し
、
そ
う

し

て
の
ち

、
筆

を
用

い
た
」
と
あ

る
。
今

、
世
上

に
は
、

こ
の
誤

っ
た

二
字
を
書

き
改

め

た
本

の
流
伝
す

る
も

の
は
な

い
。
余

は
杭

州

の
天
竺
僧

の
と

こ

ろ

で
、

一
本

を
手

に
入
れ

た
。
上

に
誤

っ
た

二
字

を
書

き

改

め
た
と

こ
ろ
が
あ
り
、

ま
た
、
唐

の
謙

を

閾
筆

し
て

い
な
か

っ
た
。

こ
れ
は
梨
本

で
あ

る
。

注

智
永

の
践
は

法
書

要
録

に
あ

る
、

「
智

永
題

右
軍
楽
毅

論
後
」
を

い
う
。

引
用

に
は
中

間

を
省
略

し

て
い
る
。

雌
黄

は
鉱
石

の
名
称
。
黄

紙

の
上

に
墨
書
す

る
と

き
、
書
き

誤

っ
た
文
字

の
上

に

こ
れ
を

塗

っ
て
文
字
を
消

し
、
そ

の
上

か
ら
ま
た
改

め
て

正
し

い
文
字
を
書
く
。

米
甫

の
所

蔵
ま

た
は
鑑
識

の
楽
毅
論

に
、
余
清
斉

帖
本
が
あ

る
が
、
別

に
董
授
経

蔵
宋
拓

王
帖

三
種

に
収

め
た
楽

毅
論

は
、
第

十

一
行

の

「
致
」
字

を

「
使
」

に

作

り
、
第

二
十
四
行

の

「
従

」
字
を

「
後
」

に
作

っ
て

い
る
。

ま
た

「
燕
」
字

(
第
十
四
行
)

の

四
点
は
筆
勢

が
連
な
り
、
「
於
」

字

(第

八
行

そ

の
他
)

の
二
点

が

蝉

餅
し

て
い
る
と

こ
ろ
が
他

本
と
異

っ
て

い
る
。

こ

の
本
は

二
字

(
致
、
従

の
二
字
)

の
未
改
古

本
と
し

て
、
米

箭

の
所
見

に
係

る
と
題

記
に
も
考

証
し

て
い
る
。

こ

の
本

に
は

明

の
董
其
昌

の
践
が
あ

り
、

邪
伺

(
子

　
)
お

よ
び

獅
之
屡

(衣
白
)

の
印
記

が
あ

り
、
明
末
文

人
の
鑑
賞

を
経

、
清
末

に
張
鳴

珂

の
長
践

を
附
し

て

い
る
。
書
史

に
言
う
と

こ
ろ

の
改
誤

両
字

は

こ
の
本

の
致
、
従

二
字

の
こ
と

と
見

ら
れ

よ
う
。

黄

庭
経

黄

素
絹

本

六
朝

人
書

黄
素
黄

庭
経

一
巻
は
、
六
朝
時

代

の
人

の
書

で
あ

る
。

絹
は
完
全

で
あ
る
。

書

に
は

い
さ
さ
か
も
唐

入

の
気
格

が
な

い
。
合
縫

に

「
書
印
」

の
字

の
印

が
捺

さ
れ

て

い

る
。

こ
れ
は
唐

の
鍾
紹
京

の
印
記

で
、

こ
の
書

が
か

っ
て
鍾

紹
京

の
家

に
入

っ
た

こ
と

を
示
し

て
い
る
。
黄

素

の
絹

地
は
縷
密

で
き

め
が

こ
ま
か

く
、
と
下

に
は
烏
綜
織

成
欄

(織
成

の
織

り
方

で
お
り

こ
ん
だ
黒
色

の
罫
)
が
あ

る
。

そ

の
間

に
朱

墨
を
用

い
て
、
行

を
く
ぎ

る
罫
が
ひ

か
れ
て

い
る
。

(
た
て

の
罫
が
朱

色

で
ひ
か
れ
て

い
る

こ
と
)
。
巻
末

に

「
台
倦
」

二
字
を
践

し

(押
署
す

る

こ
と
、

台
催

は
陳

台
悟
を
さ
す
、

書
史

、
李
琶

三
帖

の
条

に
見

え
る
)、

「
陳
氏
図
書
」

と

い
う
字

の
印

(陳
台

悟

の
収
蔵
印
)

お
よ
び
銭

氏

(銭
囎

で
あ
ろ
う
)

の

「
忠
孝

之
家
」

の
印

が
あ

る
。
陶
穀

の
践

に
、

「
山
陰

の
道

士
劉
君

が
、
翠
鷲

を
王
右
軍

に
献

上
し

て
、
黄

庭
経
を
書

い
て
も
ら
う

よ
う
に
た

の
ん

だ

の
が

こ
れ
で
あ
る
。

こ
の
書

は
明
州
刺

史
李
振

が
、

唐

の
景

福

年
中

(昭
宗
朝

の
年
号
、

八
九

二
ー

八
九

三
)
、
官

を

や

あ
凌
郊

(俊
儀

県

の
郊
)

に
立

ち
よ

っ
て
、

光

禄
朱
卿

に
遺

っ
た
。
卿

は
、

名

は
友
文
と

い
い
、

梁
祖

(後

梁

の
太
祖
)

の
子
、

の
ち
博

王

に
封
ぜ

ら
れ
た

(新

五
代

史

巻
十

三
、
朱
友
文
伝

に
見
え

る
)
。

王
が
塊

じ

て
か
ら

の
ち
、

余

は
そ
の
旧
邸
か
ら

こ
の
帖

を
獲
得
し
た
。

時

に
貞

明
庚
辰

の
秋

(
後
梨
末
帝
六
年

、

九

二
〇
)

の
こ
と

で
あ

る
。

晋
が
梁
を

亡
ぼ
し

て
、
梁
苑

に
都

を
さ
だ

め
た
。
因

っ
て
重
ね

て
こ
の
帖
を
装

背
し

た
。

中
書
舎

人

陶
穀

記

す
」

一122一

帰



と
あ

る
。

こ

の
日
、

制
令
を
降

し

て
、
京
兆

ヂ

安
彦

威

(
五
代

史

巻
九

一
、
新

五
代

史
巻

四

七
に
伝
が

見

え
る

)

に
、

副
都
統

を
兼
任

さ

せ
た
。

余

の
践

に
、

「
「
書

印
」

の
印
は
、

唐

の
越
国

公
鍾
紹

京

の
印

で
あ

る
。

晋
史

(
晋
書

王
義
之

伝
)

に
、

「
為

め

に
道

徳
経

を
写
さ
ば

、

当

に
畢

鷲

を
挙
げ

て
相

贈

る

べ
し
」

と
記
載
し

て

い
る
。

と

こ
ろ
が
、
李

白

の
、
賀

鑑

を
送

る
詩

(賀
賓

客

の
、

越
に
帰

る
を
送

る
詩

)

に
、

「
鏡

湖
流
水

春
始
波

、
狂
客

帰
舟

逸
興

多
、

山
陰

道
士

如
相

見
、

応
写
黄
庭
換

白
鷲
」

と
い
う
。

世

人
は

こ
の
詩

に
よ

っ
て
、

つ
い

に
黄

庭
経

を
換
鷲
経

と

し

た
。

こ
れ
は

た

い
そ
う
笑
う

べ
き

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

王
が
黄

庭
経

を
書

い
た
と

い
う

こ
と
は
、

開

元
以

後

に
言

わ
れ

た

こ
と

で
あ

る
。

世

に
伝

え
ら

れ

る
黄

庭
経

に
は
悪
札

が
多

い
。

み
な
偽
作

で
あ

る
。
唐

人

は
東
方

朔
画

賛

を
や

は
り
真

蹟

で
は
な

い
と

し
て

い
る
。

黄
庭

経

の

な
か

で
鍾
法

(
魏

の
鍾
縣

の
書
法

)

の
多

い
も

の
は

、
好
事

者

の
偽
作

し

た
も

の
に
す
ぎ

な

い
。」

注
、

宝
章
待
訪

録

に
は
、
黄

素
黄
庭

経
、

右
、

真

蹟
、
字

札
は
古

く

て
、
楮

(遂

良
)
醇

(穆

)

の
体

が
な

く
、
殆

ん
ど
六
朝

人

の
作

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

紙
縫

に
、
鍾

紹
京

の
印

(「
書

印
」

の
印

を

い
う
。

歴
代

名

画
記

、
叙
占

今
公

私
印

記

に
見

え
る
)
。
陶

穀

の
漢

(
五
代

の
後
漢

国
)

に

つ
か

え

た
と
き

の
践

が
あ

る
。

そ

の

こ
と
ば

に
、

「
こ
れ
は
換
鷲

経

で
あ

る
。

甲
戌

(陶
穀

九
〇

三
～
九

七
〇

の
生
卒

か
ら
考

え
る
と
、
甲

戊

は

、
乾
化

四
年

、
九

一
四
、
十

二
歳

の
と
き

し
か

な

い
。

庚
戊

の
誤

で
は
な
か
ろ
う

か
。
庚

戌

な
ら
ば
後

漢

の
乾

祐

三
年

に
あ

た
る
、

た
だ

し
書

史

で
は
後
染

の
貞
明

六
年

と
し

て

い
る
。
)
九
月
十

一
日
、
百

計

を
め

ぐ
ら

し

て
取

得
し

た
。

こ

の
書
は
詳

に
観

る

に
、

唐

の
盛
時

の
気
風

が
な

い
。

こ
の
書

は
鈷
鋒

筆
-
(尖

の
鋭

い
筆

で

あ
ろ

う
)

で
書

い
た
も

の
で
、

お

そ
ら
く
右

軍

の
書

で
は

な
か

ろ

う
と
言

う

の
は
、

も

っ
と
も

な

こ
と

で
あ

る
。
界

行

に
鍾

紹
京

の

「
書

印
」

二
字

の
小
印

が
あ

り

、
巻
末

に
、
真

書

で

[
胎
仙
L

二
字

が
書

か
れ

て

い
る
。

「
陳

氏

図
書
」

の
印
を
も

ち

い
て
捺

し

て

い
る
。
ま

た
、

銭

氏

(
銭
網

で
あ

ろ

う
)

の

闘
忠

孝
之

家
」

の

印
が

あ
る
。

紙
践

(紙

践

は
陶
践

の
誤
り

か
)

に
、

■
山
陰

の
道

士
劉
君

が
翠
鷲

を
右
軍

に
献
上

し
、
黄

庭
経

を
書

い

て
も

ら
う
よ
う

に

た
の
ん

だ
と

い
う

の

が

こ
れ

で
あ
る
L

と

い
う
、

逸

少

(
王
義

之
)

の
真
書

は

こ
の
経

と
楽

毅
論
と
太

史
箴

と
告
誓

文
と
累

表

で
あ

る
。

蘭
亭

序

と
洛

神

賦
は

み
な
行
書

で
あ
る
。

そ
の

ほ
か

は
み

な
草

書

で
あ

る
。

草
書

の
十
行

は
行
書

一
字

に
匹
敵

し
。

行

書

十
行

は
真
書

一
字

に
匹
敵
す

る
。

(
こ
れ
は
米

侑

の
説

)
。
ま

た
、
陶

氏

の
続

題

に

「
こ
れ

は

明
州

刺
史
李
振

が
景

福
年
中

、

任
を
罷

め

て
、

凌
郊

を
過

り
、

光

禄
朱
卿

に
遺

っ
た
も

の
で
あ

る
。
朱
卿

は
名

は
友

文

、
梨
祖

の
子
、
後

博

王

に
封
ぜ

ら
れ

た
。

王

が
藷

じ

て
の
ち
、
予

は
旧
邸

か
ら

こ
れ

を
獲

た
。

時

に
貞

明
庚
辰

の
秋

の

こ
と

で
あ

る
。

晋

が
梨

苑

に
都

し
た
と
き

、

因

っ
て
重
ね

て

こ
れ
を
装
背

し

た
。
中

書

舎

人
陶

穀
記
す

」

と
い
う
。

米
箭
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
若
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

こ
の
日
、
麻

(
制
令
)
を
降
し
て
、
京
兆
の
安
彦
威
に
副
都
統
を
兼
任
さ
せ
た
。
米
某

(
箭
)
践

に
、
印

の
小
字
は
唐
の
越
公
鍾
紹
京
の
印

で
あ
る
。
こ
の
書
は

李
太
師

(李
鐘
)

の
邸
に
あ
る
。
固

よ
り
甲
観

(名
品
)

で
あ
る
、
と
い
う
。

以
上
の
待
訪
録

の
文
は
書
史
の
記
事
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
陶
穀
の
入
手

の
時
期
が
相
前
後
し
て
、
い
ず
れ
と
も
決
め
が
た
い
。

米
帝
の
観
た
黄
素
黄
庭
経
は
、
の
ち
に
董
其
昌

の
容
台
別
集
お
よ
び
顧
復
の
平
生
壮
観
巻

一
に
、
楊
義
和

(
上
清
真
人
と
号
し
た
)

の
黄
庭
経
を
記
載
し
て
い
る

の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
董
は
こ
れ
を
戯
鴻
堂
帖
の
巻
首
に
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
太
上
黄
庭
内
景
玉
経
」
と
題
し
、
上
清
紫
霞
で
は
じ
ま
る
本
文
十
五
行
、
前
後

の
標
題
を
加
え
る
と
十
七
行

よ
り
な
る
。

「
陳
氏
図
書
」
印
お
よ
び

「
宣
和
」
の
印
が
あ
る
、
書
は
き
わ
め
て
風
韻
の
高
雅
な
も
の
で
、
小
楷
中

の
白
眉
と
言

っ
て

よ
い
。
戯
鴻
堂
帖
の
も
の
は
内
景
経

の
全
文

で
は
な
く
、
東
書
堂
帖

に
は
百
六
十
七
行
あ
る
。
の
ち
に
、
趙
孟
頽
が
書
い
た
も
の
を
、
欠
損
し
た
部
分
を
元
の
命
和

が
補
書
し
て
い
る
全
百
七
十
五
行
の
本
が
墨
拓
法
帖
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
の
ち
に
、
至
正
十
八
年
九
月
、
紫
芝
生
禽
和
の
践
が
あ
る
。
内
景
経
は

多
く
楊
義
の
書
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
世
に
王
義
之
の
書
と
さ
れ
る
黄
庭
経
は
外
景
経
で
あ

っ
て
、
内
容
も
書
も
異
な

っ
た
も
の
で
、
時
と
し
て
両
者
が
混
同
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

唐

墓

黄

庭

経

薦
京
の
家
に
唐
纂
黄
庭
経
を
収
蔵
し
て
い
る
。
書
に
は
鍾
縣

の
法
が
あ
る
。
の
ち
に
楮
遂
良

の
押
署
が
あ
る
。

こ
れ
ま
た
唐
氏
の

一
種
の
偽
好
の
物

で
あ
る
。

注
、
黄
庭
外
景
経

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
以
下
、
単
に
、
黄
庭
経
と
あ
る
も

の
は
多
く
は
外
景
経

で
あ
ろ
う
。
猜
京
は
宋
史

三

一
七
に
見
え
る
。
今
、
唐

人
臨
黄
庭
経

(故
宮
博
物
院
蔵
)
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

碧

綾

黄

庭

経

唐
氏

(
唐
埆
)
は
ま
た
碧
綾
黄
庭
経
を
収
蔵
し
て
い
る
。

楮
遂
良

の
書
で
あ
る
と
い
う
の
は
誤

っ
て
い
る
。

上
に
江
南
の
李
重
光

(南
唐

の
後
主
、

李
燈
)

の

「
清

輝
」

二
字

の
小
印
が
あ
る
。

こ
れ
は
丁
晋
公

(
丁
謂
)

の
家
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
丁
氏
の
家
族

の
も

の
が
質
に
お

い
た
。

注

唐
堀
、
唐
洵

(
硯
録
の
著
者
)

の
子
、
王
安
石
の
と
き
の
諌
官
。
宋
史
三
二
七
。
丁
謂
、
字
は
謂
之
、
長
洲

の
人
。
宰
相
に
な
り
晋
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

宋
史

二
八
三
に
見
え
る
。

慕

黄

庭

経
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ま

た
、
か

っ
て
華
黄

庭

経

↓
巻

を

見
た

こ
と

が
あ
る

。

上

に
王
読

の
刻

し

た

蝸
勾
徳

元
図
書

記
L

を
用

い
て
あ

っ
た
。
余

が
観

破

っ
た
も

の
で
あ

る
。

注

書
史

に
、
画

は
華
す

る

こ
と

が

で
き
る
。

書

は
臨

す

る

こ
と
は

で
き

る
が
、
拳

す
る

こ

と
は

で
き

な

い
。

た
だ
、
印

は
偽

作

す
る

こ
と

が
で
き

な

い
。

作

っ

た
も

の
は
か

な
ら
ず

原
作

と
異

な

っ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

王

洗
が

「
勾
徳
元

図
書
記
」

を
刻

し

て
、

乱
り

に
書
画

に
印
し

た
。
余

は

「
元
」

字

の
脚

を
弁

出

し

た

の

で
、

つ
い
に
王

は

そ
の
偽

作

で
あ

る
こ
と
を
白

状

し
た
。
木

印
と
銅

印

と
で
は
自

ら
同
じ

で

は

な

い
。

み
な
弁

別
す

る

こ
と

が
で
き

る
、

と

い
う
。

こ
こ
に
観
破

っ
た
と

い
う

の
は
、

「
勾
徳

元
図

書

記
」

の
印

の
偽

作

で
あ

る

こ
と

を
観
破

っ
た
意

で
あ

る
。

東

方

朔

画

賛

た
だ

右
軍
の
東
方
朔
画
賛
に
は
、
魔
れ
破
れ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
欧
陽
絢
が
そ
れ
を
補

っ
た
。
r
楓
学
士
の
家
に
あ
る
。

宗
室
の
令
時

(趙
令
時
)

に
帰
し
た
。
劉
洛
は

「
僧
蘇
画
梨
武
帝
像
」
と
交
換
し
た
と

い
う
。

注

歴
代
名
画
記
巻
七
、
張
僧
蘇
の
条
に
、
染
武
帝
像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
丁
楓
は
孔
平
仲

の
談
苑
に
侠
事

が
見
え
る
人
物
で
あ
ろ
う
(
宋
入
軟
事
彙
編
九
)。

趙
令
時
は
字
徳
麟
、
ま
た
景
睨
、
宋
史
二
四
四
、
元
祐
窯
人
伝
に
見
え
る
。
詩
人
と
し
て
も
名
が
あ
る
。
劉
洋
は
字
巨
済
、
宋
史
四
四
三
に
伝
が
あ
る
。
米
荒
と
親

交

が
あ
り
、
書
画
の
収
蔵
で
も
知
ら
れ
る
。

十
七
帖

関

杷

所

蔵

本

唐
、
虞
世
南
の
枕
臥
帖
は
双
鈎
の
唐
華
で
あ
る
。
関
杷
(
蔚
宗
)
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ヒ
に

「
楮
氏
図
書
」
の
古
印
が
あ
る
。
関
は
余

に
こ
う
言

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
む

は
り

た
る
き

は
こ

が
く

か

し
、

越
州

の
あ

る
寺

で
、
仏

殿
を
修

理

し

て

い
る
と

き
、
梨

棋

の
な
か

に
、

一
つ
の
函

が
蔵
さ
れ

て
、

そ
の
な
か

に
古
華
帖

数
十
本

が

は

い

っ
て

い
た
。

そ
の
な

か
で

と
く

に
取
り

あ
げ
ら

れ
る

も

の
と

し

て
は

、
王
右

軍

の
十

七
帖
、
虞

世
南

の
枕

臥
帖
、

十
圖

九
帖
、
楮

遂
良

の
奉
書
寧

帖

が
あ
る
。

上

に
み
な

「
楮

氏
図
書

」

の
印

が
あ

る
。
毫

髪

の

こ
ま
か

い
部

分
も
、
濃

い
墨

の
色
が

こ
と

ご

と
く
備

わ

っ
て

い
た
。

関
杞

は
寺
僧

と
親

し

か

っ
た

の
で
、
枕

臥
、
十

闘

九
と
奉
書
寧

の
三
帖
を
手

に
入

れ

た
。

注

関
杷
は
字

は

蔚
宗
、

銭
塘

の
入
、
朝
奉

太

夫

の
官

に
至

っ
た
。

宝
章
待
章

録
、
唐

、
虞
世

南
、
枕

臥
帖

の
条

に
も

こ
の
条

と
同

様

の
記
事

が

あ

る
。

た
だ

し
、
楮

氏
を

儲
氏

に
作

っ
て

い
る
。

歴
代

名

画
記
巻

三
に
、

「
楮

氏
書
印

」
を
掲

げ

て
、

楮

河
南

(遂
良

)

の
印

で
は

な

い
と
言

っ
て

い
る

の
が
あ

る
。
同

一
の
楮

氏
か
ど

う
か

な
お
明

ら

か

で
は
な

い
。

十

七
帖

劉

径

所

蔵

本

米
静
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
苛
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

劉
径
は
宿
州

(
河
南
)
に
あ

っ
て
、
平
生
、
書
を
集
め
て
い
る
。
か
れ
は
ま
ず
、
白
麻
紙
臨
顔
書
太
沖
序

(顔
真
卿
の
送
劉
太
沖
序
)
を
手
に
入
れ
た
。

こ
れ
こ
そ
か

れ
の
秘
笈
の
第

一
品

の
物
で
あ
る
。
潤
州

へ
行

っ
て
、
封
赦

の
行
書

の
李
文
饒
太
尉

(唐

の
李
徳
裕
)
の
告
と
許
渾

(
唐
の
詩
人
)
の
詩
を
手
に
入
れ
た
。
次

に
、
智
永

の
板
本
の
千
文
を
得
た
。
そ
の
の
ち
、
余
が
家
の
十
七
帖
、
日
本
の
書
お
よ
び

日
本
の
告
、
呉
融
、
司
空
図
が
汎
言
光
に
贈

っ
た
歌
、
張
顛
、
誓

光
、
亜
栖
等
の
書
、
韓
幹

の
馬
図
、
戴
嵩
の
牛
図
を
手
に
入
れ
た
。
ま
た
、
楊
傑

の
と
こ
ろ
で
、
貞
観
御
府
の
内
史

(会
稽
内
史
、
王
義
之
)
の
官
奴
帖
を
得
た
。
余
は
十
七
帖
以
下
の
諸
物
と
交

換
し
て
、
余

の
家
に
帰
し
た

の
で
あ
る
。

注

官
奴
帖
を
十
七
帖
以
下
諸
物
と
交
換
し
て
入
手
し
た
意
で
あ
ろ
う
。
米
背
の
見
た
十
七
帖
は
ど

の
よ
う
な
形
式
と
内
容

の
も
の
で
あ

っ
た
か
明
記
し
て
い
な

い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
。
米
氏
が
王
書
の
な
か
で
重
き
を
お
い
た
の
は
、
真
蹟
ま
た
は
搦
模
本

の
た
ぐ

い
で
、
十
七
帖
は
墨
書
本
か
拓
本
か
明
ら
か
で
は
な
い
に

し
て
も
、
と
く
に
重
要
な
も
の
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

封
教
、
字
は
碩
夫
、
官
は
尚
書
右
僕
射
に
至

っ
た
。
旧
唐
書

一
六
八
、
新
唐
書

一
七
七
に
伝
が
あ
る
。
楊
傑
は
字
次
公
、
無
為
の
人
、
礼
部
員
外
郎
、
知
潤
州
と

な

っ
た
。
宋
史
四
四
三
に
伝
が
あ
る
。
米
帝
の
官
奴
帖
と
言

っ
て
い
る
の
は
、
玉
潤
帖

(
一
名
官
奴
帖
)
と
は
別
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
待
訪
録
に
、
双
鈎
麻
紙

で
王
仲
修
の
処
に
あ
る
官
奴
帖
を
著
録
し
て
い
る
。

こ
れ
も
玉
潤
帖
と
は
別
の
も

の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

双

鈎

右

軍

十

七

帖

無
錫
の
唐
氏

(唐
堀
)
が
双
鈎
右
軍
十
七
帖
を
所
蔵
し
て
い
る
。
精
彩
が
あ
る
。
銭
塘

の
僧
了
性
が

一
巻
楮
紙
の
も

の
を
収
蔵
し
て
い
る
。
唐
堀
の
家

の
も

の
と
同

一

で
あ
る
。
ま
た

一
巻
、
こ
れ
は
銭
氏

(
銭
魏
で
あ
ろ
う
か
)
の
も

の
で
、
紙
は
白
い
。

注

十
七
帖

に
唐
人
双
鈎
本
と
よ
ん
で
い
る
も

の
が
あ
る
。
(
例
え
ば
来
禽
館
帖
本
)
。
十
七
行
を
欠

い
て
い
る
。
米
帝
が
十
七
行
を
さ
い
て
画
と
交
換
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
米
蓄
に
託
し
た
逸
話
の
よ
う
で
あ
る
。
欠
十
七
行
本
は
こ
の
ほ
か
余
清
斎
帖
、
欝
岡
斎
帖
等

に
刻
さ
れ
て
い
る
。

蘭

亭

序

楮
遂
良
黄
絹
上
臨
蘭
亭
序

文
恵

(王
随
)

の
孫
が
高
郵

(
江
蘇
)
に
居
住
し
、

(
上
記
の
筆
精
、
日
寒
帖
と
)
併
せ
て
楮
遂
良
の
黄
絹
の
上
に
臨
書
し
た
蘭
亭
序

一
本
を
収
得
し
た
。
貧
乏
官
吏

で
あ

っ
た
か
ら
、
余

の
希
み
を
い
れ
て
、
五
十
千
で
こ
れ
を
質
入
れ
し
た
。
余
は
そ
の
と
き
、
丹
徒

に
遷
葬
し
た

(
父
を
葬

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
)
。

王
君

の
友
靖
、
宗
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室

の
時

監

(
官
職

で
あ
ろ

う
)
羅
務
令
幌

と
約

束
し

て

、

別
れ

る
と
き

に
、

か

し

こ
に
行

っ
て
か
ら
帖

を
交
易

し
よ
う

と
約
束

し

た
。

王
君

(
王
景

昌
)

は
私

よ
り

五

日

お

く
れ

て
や

っ
て
き

た
。
余

は
ち
よ

う
ど

父

の
葬
儀

で
取

り

こ
ん

で
い
た

の
で
、

か
れ

に
面
会
す

る
暇

が
な
か

っ
た
。
葬

儀

が
～

っ
て
、
か

れ

に
面
会

す

る
と
、
ち

よ

う

ど
今
、

沈

存
中

(
括
)
が

こ

れ
を
借

り

て

い

っ
た
と

こ

ろ
で
す
、

と

い
う

の
で
、
私

は
し
ま

っ
た
と
股

を
た
た

い
て
び

っ
く

り
し

て
、

こ
の
書
は
も

う
帰

っ
て

こ
な

い
そ

と
言

っ
た
。

そ

こ
で
余

は

沈

の
と

こ
ろ

へ
行

っ
て
、

た

ず

ね

る
と
、
沈

は
、

ま

あ
び

っ
く

り
す

る
な
、

こ
れ
を
手

に
入

れ
た

い
の
な

ら
、
あ

な
た

の
王
維

の
雪

図
と

交
換

し

ま
し

よ
う
。

あ
な

た

の
父
は
か

っ
て
与

え
る

こ
と
を

許

し

て

い
ま
し

た
、

と

い
う
。
余

は
も

は
や
何

も

言
わ

な
か

っ
た
。

の
ち
、
数

日

た

っ
て
、

王
君

(
王
景
昌

)

が

楮

書

を

た
ず

さ
え

て
や

っ
て
き
た
。

そ
し

て
た

い
そ
う

歎

い

て
、

沈
は
、

そ

の
婿
が
、

.

.卜

星

で
そ

の
行
旅

の
資
本

に
さ
せ

よ
う
と

し

て
い
ま
す
、
何

と
か

二
十
千

で
楮

書

を
売

る

の
を
止
め
さ

せ

て
、

の

こ
し

て
お

き
た

い
も

の

で
す

と

い
う
。
余

は
、
困

っ
て
も

う
手

に
入

れ

よ
う
と
は

し
な

か

っ
た
。

の
ち

、
十
年

た

っ
て
丑
君

(
王
景

昌
)

が
卒
し

た
。

そ

の
子

は
高
郵

に
住
居

し
て

い
た
。
婚
姻

の
事

を
成

就
し

よ
う
と

し
て
、
賀
鋳

(宋

史
四

四
三
)

に

つ
て
を
も

と
め

て
、

た
ず

さ
え

て
儀

真

(江

蘇
)

に

至

り

、

二
十
千

で
売
ろ
う

と
し

た
。

の
ち
、

丞

相

の
蘇

頒

(宋

史

三
四
〇
)

の
家

が
、
沈

の
子
、
博

毅
と

会
合

し

た
と
き
、

こ
の
帖

の
所
在

を
た
ず
ね

た
が
、

そ

の
弟

に

分

ち

与

え
た
と
言

っ
て
い
た
。

あ
く
る

日
、

蘇
舜

元

の
子

に
き
く
と

、
し
ば

し
ば

こ
れ
を
見

た
と
・三口
っ
て

い
た
。

注

宝
晋
英
光
集

に

「
践
楮

模
蘭

亭

帖
」

と

題

し

て
、

こ
の
本

の
米

践

が
載

っ
て

い
る
。

右
、

唐

中
書
令

河
南

公
楮

遂

良
、
字

は
登
善

が
晋
右

将
軍

王
義
之

の
蘭

亭
宴

集
序

を
臨
し

た
も

の
で
、

本
朝

の
丞
相

王
文

恵

公

(王

随
)

の
故

物

で
あ
る
。
望
未

の
歳

(
一
〇
九

一
)
、

晃
美

叔

(
端
彦

)

の
書

斎

で
ー1
た
。
文

恵
公

の
孫

か

ら
借
り

た
と

い
う
。

辛

巳
の
歳

(
一
一
〇

一
)

公

の
孫

の
蝋

か
ら
購

入

し
た
。
黄

絹

の
幅

は
、

「
欣

」
字

の
と

こ
ろ

で
合

縫

し
て

い
る
。

(紙

の
継

ぎ
目

に
な

る

こ
と
)。

こ
れ
で
、

拳
本

の

「
僧
」

字

は

(ち

よ

う

ど

こ
の
場
所

に
あ
る

の
で
)

果
し

て
徐
僧

権

が
合
縫

に
書

し
た

と

こ
ろ

の

押

署

で
あ
る

こ
と
を
証

明
し

て

い

る
。

王
帖
を
臨

し

た
も

の
で
あ

る
が

、

ま

っ
た
く

楮

法

で
あ

る
。

そ
の
状

は
、
巌

々
と
し

て
奇
峯

の
峻

し
き

が
ご

と
く
、
英

々
と
し

て
禮

秀

の
華

の
ご

と
ぐ

で
、

翻

々
と

し

て
自
得

す

る

こ
と
飛
挙

す
る
仙

人

の
ご
と

く
、
爽

々
と
し

て
弧
憲

な
る

こ
と
、
逸

黛

の
鶴

に
似

て

い
る
。
患

若
は
和

風

の
麗

な

る
を
振

い
、
霧
露

は
秋
幹

の

鮮

な

る
を
擢

ん
ず

、
粛

々
と
し

て
慶

雲
は
宵

に
映

じ
、
矯

々
と
し

て
龍
章

は
彩

を
動
か
す

、

九
奏

万
舞
、

鶴
鷺

は
庭

に
充
ち

、
鋳

玉
、
鋪

を
鳴
ら

し
、
蜀

雍
と

し

て

度

に
合
す

、
宜

な
る
か

な

そ
の
拝
章

の
、
帝

の
留

賞

す

る
所

と
な
る
。

「
群
賢
也

至
於
永

和
」

の

字
は
、

全
く

そ

の
雅

韻

に
炊

っ
て

い
る
。

「
九
」

「
膓
」

字

は
備

さ
に

そ
の
真

標
を

著
し

て

い
る
。

「
浪

」
字

は
書

名

(楮

遂
良

の
良

字
)

に
異

な
る

こ
と
な
く
、

「
由
」
字

は

益

々
そ

の
楷

則
を
彰

ら
か

に
し

て
い
る
。

一
た

い
臨

倣

は
魏
、
瞠

(魏

華
と

醇
櫻
を

い
う
)

よ
り
も

推

称

さ
れ

る
も

の
は
な
く
、

賞
別

は
欧
、
虞

(欧

陽

胸
と
虞
世

南
)

よ
り

も
名

の
聞
ゆ

る
も

の
は
な

い

(
の
に
比

す

米
酵
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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べ
き
で
)
、
ま
こ
と
に
百
代
の
秀
規
、

一
時
の
清
讐
で
あ
る
。
壬
午
八
月
二
十
六
日
、
宝
晋
斉
肪
手
装
、
裏
陽
米
清
審
定
真
蹟
秘
玩
。
と
い
う
。

こ
の
本
は
か

っ
て
斎
藤
董
禽
の
所
蔵
で
あ

っ
た
が
、
今
は
台
湾

の
林
柏
寿
氏
に
帰
し
、
近
く
、
故
宮
博
物
院
に
、
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
民
国
十
三
年
文
明
書
局
刊

の
影
印
本
や
日
本
で
は
博
文
堂
の
影
印
本
も
あ
り
、
諸
践
は
備
わ

っ
て
い
る
。
米
清
の
墨
書
し
た
践
も
今
な
お
あ
る
。
た
だ
し
、
米
書

で
は

「
巌
々
」
を

「
岩
々
」

に
作
り
、
「
粛

々
」
を

「
蒲
々
」
に
作
り
、
「
群
賢
也
」
を

「
群
仙
也
」

に
作
り
、
「
全
敷
其
雅
駒
」

の
数
字
が
な
い
。
「
群
賢
也
至
於
永
和
字
」
は
み
な
蘭
亭
序
中
の

文
字
を
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
記
事

の
文
と
し
て
は
読
み
難
い
。
何
か
誤
り
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

蘭
亭
考
で
は
、
こ
の
践
を
引
い
て
、

「
黄
絹
幅
」
を

「
黄
素
両
幅
」
に
作
り
、

「
和
風
之
麗
」

の
注
に

コ

作
靡
」
と
あ
り
、

「
全
数
其
雅
餉
」
の
敷
を
呈
に
作

り
、

「
莫
称
干
魏
蘇
」
を

「
莫
推
於
魏
醇
」
に
作
り
、

回
本
朝
丞
相
王
文
恵
公
L
以
下

「
購
干
公
孫
噺
」
ま
で
を

「
一
時
之
清
鑑
也
」

の
次
ぎ
に
お
き
、
末
尾
に
は

「
四
月
念
二
日
宝
晋
斎
肪
手
装
」
と
あ

っ
て
、
日
付
け
が
さ
き
の
も
の
と
異

っ
て
い
る
。

こ
の
本
に
は
紹
聖
丙
子

(
三
年
、

一
〇
九
六
)
李
伯
時

(
公
麟
)
の
践
が
あ
り
、
ま
た
、
蘭
亭
考
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

宝
章
待
訪
録
に
、
宋
羊
欣
宋
翼
二
帖
井
楮
令
模
蘭
亭
、
右
、
中
書
舎
人
蘇
賦
が
、
故
相
王
随
の
孫
、
景
昌
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
撫
石
は
湖
州
墨
妙
亭

に
あ

る
。
し
ば
し
ば
石
本
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
今
、
沈
存
中
括
の
家
に
あ
る
、
と
い
う
。

張
鑑
の
墨
妙
亭
碑
目
致
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
羊
欣
宋
翼
二
帖

の
方
は
侠
と
あ
る
。
待
訪
録
に
楮
令
模
蘭
亭
、
王
随
の
孫

の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
の
は
、

こ
の

黄
絹
本
を
さ
す
で
あ
ろ
う
。

唐

絹

本

蘭

亭

劉
浬

(
宋
史
四
四
三
)
が
漣
猜

(江
蘇
)
か
ら
書
簡
を
よ
こ
し
て
、

「
唐
絹
本
蘭
亭
を
収
得
し
ま
し
た
。
め
ず
ら
し
い
収
獲
が
な
く
て
・
し
ば
ら
く
眼
を
灘
妙
す
る
だ

け
で
す
。
自
ら
と
り
た
て
て
申
上
ぐ
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
余
は
詩
を
も

っ
て
答
え
た
。
「
劉
郎
、
物
の
心
に
榮
る
べ
き
な
く
、
轟
繰
と
断
簡
に
沈
迷
す
。

か
く

新
を
求

め
て
獲
ず
、
狂
、

時

に
発
す
、
自

ら
謂

う
下
取
し

て
且
く
眼

を
漫

に
せ
ん
と
。
潴
嵯

、
斯

の
ご

と
き

の
人
、
今

、
実

に
勘

し
、
我

、
之

に
従

わ

ん
と
欲
す
る
も
、

ひ
さ
ま

つ

お
く

官

に
限
り
あ
り

、
何
れ

の
時
か
劉

子
の
前

に
大
叫

し

て
、

踪

い
て
墨

皇
を
閲

し
、

三
た
び
復

返

せ
ん
」

と
劉
君

が
余

に
詩

を
胎
り
、

「
秘

笈

の
墨
皇
、
曽

て
敬

識
す
」

と

言

っ
た

こ
と

が
あ
る
。
林
希

(宋

史
三
〇

三
)

が
余
を
送

る
の
詩

に

「
壷

嶺
、
共

に
傾
く
、
銀

雲

の
水

、
墨
皇

、
猶

お
展
す

玉
楼

の
風
」

と

い
う
。

壷
嶺
は

硯
山

の
こ
と

を
言

っ
た

の
で
あ
る
。
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注

こ
の
詩

は
宝
晋

英
光
集

巻

三
に
収
録

さ

れ

て
い
る
。

「
劉
渥

新
収

二唐

絹
本
蘭

亭
ヨ
作

レ
詩

詞
レ
之
」

と

題
し

て
い

る
。

蘭

亭

三

本

蘇
老
口
の
家

の
蘭
亭

三
本
。

第

一
本

は
参

政

の
蘇

易
簡

の
題
賛

に
、

「
有

若
像

二夫

子

一、
尚

興

二
闘
里

門

一、
虎
責

類

二
祭
畠

　、

猶

労
二
丈
挙

尊

一、

昭
陵
自

二
一
閉

【、
真

跡

不
二
復

存

一」

と

い
う
。

今
、

余

は

こ
の
本

を
獲
得

し

た

。
瑛

播

(美

玉
)

に
も
比

べ
る

こ
と

の
で
き
る

も

の

で
あ

る
。

第

二
本

は
蘇

舜
元

の
房

に
あ
る
。

上

に
、

易
簡

の

子
、
首

の
天

聖
年

間

の
蹟
が

あ

る
。

池
文

正

(萢

仲
俺

)
、

王
尭
臣
参

政

の
践

に
、
「
才

翁

(
蘇
舜

元
)
」
東

斎

の
書
は

、
か

っ
て
こ
と
ご

と
く
閲
覧

し

た
。
L

と
あ
る
。

蘇

泊
は
才

翁

の
子
で
あ

る
。
余

と
親

し
く
交
際

し

て

い
る
。

王
維

の
雪

景
六
幅

、
李

王

の
栩

毛

一
幅

、
徐

煕

の
梨
花

の
大
折
枝

と
交
換

し

て
入
手
し

た
。

こ
の
書

は
毫
髪

の

よ
う

な
微
細

な
部
分

も

こ
と
ご

と
く
備

わ

っ
て
い

る
。

「
少
、
長

」
字

は
、

世

に
伝

わ
る
衆
本

は
み

な

こ
れ

に
及
ぼ

な
い
。

口
長
L

字

は
そ

の
中

の

二
筆

が

相

近

い
。

(
二
本

の
横

画
が

接
近

し
て

い
る
意
か

)
。
末
後

の
捺
筆

ま

が

(右

下

に
向

う
筆
法

)

は
鈎
廻

っ
て

い
る
。
筆
鋒

は
直

に
起
筆

の
と

こ
ろ

に
至

っ
て

い
る
。

「
懐
」

字

の
内

の
折

筆
、
抹

筆

は
み

な
転
側

し
、
編

し

て
鋒

を
あ

ら
わ
し

て

い
る
。

「
懐

」
字

の
内

、

「
斤
」
字

と

「
足
」
字

は
、

転
筆

の

と

こ
ろ
が
、

賊
毫

(
ほ

つ
れ
た
毛

)
が

之

に
随

い
、
筆

を
研

る
と

こ
ろ

に
お

い
て
、

賊
毫

が
直

に

そ
の
中

か
ら

出

て
い

る
。
世

上

の
拳

本

に
は
、

ま
だ
見

た

こ
と

の
な

い
と

こ
ろ

で
あ
る
。

こ
れ
は

か
な

ら
ず

薦

承
素
、

湯
普
徹

、
韓
道

政
、

趙
模
、

諸
葛
貞

の
流

の
手

に
よ

っ
て

搦

模

し

て
王
公

に
賜

わ

っ
た
も

の
で
あ

る
。
破
花

真

玉

軸
、
紫

錦

の
装
背

を
な

し
て

い
る
。

蘇

氏
舜
元

の
房

に
あ

る
。

楮
遂

良
拳

と
題

し

て
い
る
。

余

の
践

に
。

楽
毅
論

は

正
書
第

一
で
あ

る

が
、

こ
れ

は
行

書
第

一
で
あ

る
。

そ
の
誤
り
を
改

め

た
文

字
を

観
る

に
、

多

く
卒

意

に

つ
く

ら
れ

て
い

る
。

す

べ
て
楮

体
を
備

え

て

い

る
。
余

は

み
な
妙

を
尽

し
て

い
る
。

こ

の
書

は
真

跡

を

下

る

こ
と

一
等

で
あ
り
、

深
く
書

を
知

る
も

の

で
な

け
れ
ば

、
語

る

こ
と
は

で
き
な

い
の
で
あ

る
、

と
。

ヘ

へ

賛

に
、

「
摺

々
た
る
客

星
、
豊

に
晋

の
得

る
所

な
ら

ん
や
、

器

を
泉
石

に
養

い
、
膜

を

翰
墨

に
留
む

、

戯

れ
に
標
談

を
著

し
、
書

は
式

を
存
焉

す
、
欝

々
た
り
昭
陵

、

玉
怨
、

巳

に
出
づ
、
戎

温
、

類

な
し
、
誰

か
真
物

を
宝

と
す

る
、
水

月
、
虚

に
非
ず
、

移
模

、
質

を
奪

う
、
繍
繰

金

錨
、
環
機

錦
縛

、
猜

歎
元
章

、
之

を
守

っ
て
失
う

こ

と
勿

れ
」

と

い
う
。

第

三
本

は
、
唐

の
粉

蝋
紙

の
華
本

で
あ
る
。
蘇

舜
欽

の
房

(書
斎

)

に
あ

る
。

さ
き

に
第

二
本

に

つ
い

て
論
ず

る
と

こ
ろ

の
数

字

の
精

妙
な

と

こ
ろ

は

(少

長
等

の
字

た
が

を

い
う
)
、

こ
の
本

で
は

み
な
及
ば

な

い
。

し

か
し
、
も

と

よ
り
第

一
本

の
上

に
あ

る
。

こ
れ
は

そ

の
族

人
折

の
華
し

た
も

の

で
、

第

二
本

と
比

べ
て
毫
髪

も
差

わ
な

い
。

世

ヒ

に
は
十
余
本

あ

る
こ
と

と
お
も

う
。

一
絹

本

は

蒋
長

源

の
と

こ
ろ
に
あ

る
。

一
紙

本
は

そ

の
子

、

之

文

の
と

こ
ろ

に
あ

る
。

こ
れ
は
蘇
舜

欽

の
本

で
あ

る
。

一
本

米
詩
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
詩
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

は
縢
中

の
と

こ
ろ
に
あ
る
。

こ
れ

が
余

の
家

に
帰

し

た
本

で
あ

る
。

一
本

は
之
友

の
と

こ
ろ

に
あ

る
。

注

蘇

蘇
の
家

に
あ

っ
た
蘭
亭

三
本

の
う
ち

、
第

一
本

は
蘇

協
の
父
、

蘇
易
簡

の
題
賛

が
あ
り

、

米
箭

が
入
手

し

た
も

の
。

お
そ
ら
く
、

蘇
舜

元

(
一
〇

〇
六
i

一
〇

五
四
)

の
子
の
蘇
泊
か

ら
手

に
入

れ
た

の

で
あ

ろ

う
。

節

二
本

は
、
蘇

舜
元

の
房

に
あ
り
、

そ

の
子

の
蘇

泊

か
ら
、

収
蔵
品

と
交
換

し

て
入
手

し

た
も

の

で
あ

る
。

こ
の
本

の
践

は
宝

晋
英
光
集

巻
六

に
載

っ
て

い
る
。

「
楮
華
右

軍
蘭
亭

燕
集
序
賛

、
有

序
」

と
題
し

、

右
、
米

姓
秘

玩
、
天
下
蘭

亭
本
第

一
、

唐
太
宗

獲

二
此
書

一、
命

二
起
居
郎

楮
遂
良

一検
校
、
薦

承

素

、
韓
道

政
、

趙
模
、

諸
葛

貞
、

湯
普
徹
之

流
、

撫
賜

二
王
公
貴

人

㎝、
著

二
干
張
彦

遠
法
書
要

録

一、

此
軸

在
二
蘇

氏

一、
題
為

二
楮
遂

良
撫

一、

観

二其

意
易
、

改

誤
数

字

一、
真

是
楮
法
、

皆
率
意

落
筆
、
余

字
皆

鈎
腫
、

成
清

潤
有

二
秀

気

一、
転

摺
毫

錐
備

尽
、
与

レ
真
無

レ異

、

非
二
深
知

レ
書

者

一、

所
レ
不

レ
能
レ
到

、
世
俗

所
レ
収
、
或

肥

或
痩

、
乃

是

工
人
所

レ
作
、

正
以

二此
本

・為
レ
定

、
賛

日
、
耀

々
客

　

　

む

　

星
、
量
晋

所
レ
得
、

養

二器
泉

石

【、
留

二膜

翰
墨

一、

戯

著

二讃

標

一、
書

存

二
馬

(焉
字

の
誤
)

式

一、

欝

々
昭
陵

、

玉
怨

巳
出
、

戎
温
無

レ類

、
誰

宝

真

物

・、
水

月
何

む

　

　

む

　

む

む

　

殊
、
志
専
用

一
、
繍
繰
金
錨
、
瑠
機
錦
縛
、
猜
欺
元
章
、
守
レ
之
勿
レ
失

と
あ
り
、
注
に
、

壬
午
閏
六
月
九
日
、
大
江
済
川
亭
礒
宝
晋
斎
肋
、
対
二紫
金
浮
玉
撃
山

一、
迎
二快
風

一鏑
レ
暑
重
装

文
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
。
壬
午
は
崇
寧
元
年

(
一
一
〇
二
)
に
あ
た
る
。
こ
の
本
は
清

の
呉
升
の
大
勧
録
巻

一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
緒
河
南
墓
蘭
亭
序
巻
に
あ

た
る
よ
う
で
あ
る
。
蘇
易
簡
が

「
補
華
王
義
之
蘭
亭
序
」
と
題
し
て
い
る
。
白
麻
紙
の
華
本

で
あ
る
。
ヒ
記
の
米
箭

の
敗
並
に
賛
は
な
い
が
、
米
吊

の

㎞
永
和
九
年

暮
春
月
、
内
史
山
陰
幽
興
発
L
七
言
古
詩

一
首
を
載
せ
て
、

「
楚
国
米
箭
」

口
楚
国
芋
氏
L

「
米
蔽
之
印
」
等

の
印
記
が
あ
る
。

「
天
聖
丙
寅
年

正
月
二
十
五
日
重

装
」
と
あ
る
の
は
蘇

賀
の
題
記
で
あ
る
。
ま
た
、
銭
氏
の

「
忠
孝
之
家
」

の
印
が
あ
り
、
池
仲
滝
の
題
記
に

「
オ
翁
東
斎
所
蔵
図
書
嘗
尽
覧
焉
高
平
萢
仲
滝
題
」
と

あ
り
、
王
尭
臣
の
観
歎
に

「
皇
祐
己
丑
四
月
太
原
王
発
臣
観
」
と
あ
る
。
米
箭

の
践
記
が
あ
り
、

「
元
祐
戊
辰
一
、月
獲
f
才
翁
之

(及
)
子
泊
字
及
之
米
献
記
」

と

あ
り
、
入
手
の
年
月
を
明
記
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
劉
浬
の

■
簡
池
劉
渥
巨
済
曽
観
」
が
あ
り
、
そ
の
他
、
宋
元
名
家
の
諸
践
が
あ
る
。
ド
永
誉

の
式
古
堂
書
画
彙

考
巻
五
に
、

「
楮
模
王
義
之
蘭
亭
序
」

と
題
し
て
収
録
し
て
い
る
の
が
、
大
観
録
の
こ
の
本
と
同

一
で
あ
り
、
題
践
は
さ
ら
に
多
い
。
大
観
録
巻

一
に
は
、
ま
た
、

「
楮
遂
良
紙
本
蘭
亭
巻
」
と
い
う
も

の
を
著
録
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
も
ま
た

「
右
米
姓
秘
玩
天
下
法
書
第

一
」
云

々
の
米
氏

の
践
を
附
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
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の
本

に
は
上
記

の
萢
、

王
、

劉

等
諸
家

の
題

践

は

な

い
。

こ
の
本

の
米
践

は
疑

わ
し

い
。

米
帝

の
践

を
偽

作

し
て
附
け

加

え
る

こ
と
は
時

に
見

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

原
文

「
其
族

人
折
拳

、
蓋
第

二
本
」

を
蘭
亭
考

で
は

「
其
族

人
所

華
是
第

二
」

に
作
る
。

書

史

の
折

字

は
所

の
訣
か
も

し
れ

な

い
。

第

三
本
は
、
蘇

舜

元

の
弟

の
舜

欽

の
書

斎

に
あ

る
も

の

で
、
第

一
本

よ
り

は
よ
く

、
第

二
本

を
華

し

た
も

の

の
よ
う

で
あ
る
。

宝
章

待
訪

録

に
、

王
右

軍
蘭
亭

燕

集

序
、
右

、
唐
粉

蝦
紙

双
鈎
本

、
蘇

激

(
舜
欽

の
子

)
の
処

に
あ

る
。

精
神
筆

力
は

毫
髪

ま

で
も

こ
と
ご
と

く
備

わ
る
。
真
蹟

を

下
る

こ
と

一
等

で
あ
る
。

こ
れ
は

薦

承

素

の
輩

が
、

揚

し

て
大
臣

に
賜
わ

っ
た
も

の

で
、
舜

欽

の
父

の
集

賢
校

理
の
音

が
、

蜀

で
購
入

し

た
の
で
あ

る
。

僧

元
鵠

某

は
激
と
親

密

で
あ

っ
た

の
で
、

つ

ね

に
公
を
訪

れ
る

と
、

必
ず

こ
の
本
を

と
り
出

し

て
見
せ

て
い
た
。

そ

こ
で

こ
の
本

を
親

し
く

背
飾

し

た
の
で
あ

る
、

と

い
う
。

縢

中
は
元

発

の
子
、

字

は
元
直

、
皇

宋
書
録

に

小

伝
が
見

ら
る
。
蘭

亭

八
柱
第

二
は
縢
中

の
印
記

が
あ
り
、

諸
般

の
考

証
の
上

こ
れ
を
書

史

の
縢
中
所

蔵

の

一
本

で
米

箭

に
帰

し

た
も

の
と
す

る

説
が
あ

る
。

(
書

道

全
集
)
。

唐
刻

板
本

蘭
亭
、

三
米
蘭
亭

潤
州
南

山

の
杜

氏
。

父
は
尚
書

郎

と
な

っ
た
。
家

は

代

々
杜
陵

の
人

で
あ

る
。

唐
刻
板

本
蘭
亭

を

収
蔵

し

て

い
る
。

わ
が
家

に
収
蔵

す
る
本

と
同

じ

で
あ
る
。
筆
鋒

の

勢

が
活
き

い
き
と

し

て
い
る
。
余

は

こ
れ
を

手

に
入
れ

て
、

こ
の
本
を
板

に
刻

し

た
。
定

本

(
定
武

本
)

お

よ
び

近
世

の

で
た
ら
め

な
刻
本

と
比
較

し

て
み
る

に
、

異

な

っ
て
い
る
。

こ
の
書
は
後

世

に
亡
び

な

い
も

の
で
あ
る

が
、

そ
れ

に
は

こ
の
本

が
あ
る

の

に
頼

る
。

好
事

者

か
ら
求

め
ら
れ

た

の
で
、

一
本

を
与

え
た
。
今

は
も

う

二
度

と
手

に
入
ら

な

い
。
世

に
こ
れ
を

三
米
蘭
亭

と

い
う
。

注

潤
州

南
山

杜
氏

は
、
杜

宝
臣
、

字

は
器
之

、

肝
胎
南

山

(
安
徽

)

の
入
。
宋

の
桑

世
昌

著
蘭

亭
考

に
所
載

の

二
践

に
よ

っ
て
、

こ
の
帖

の

こ
と
が

わ
か
る
。

肝
胎
南
山

杜

宝
臣
、
字

器
之

、
父
為

レ
令
、

祖

皆

為
レ
郎

、
家
世

伝

二
此
唐
刻
本
蘭

亭

一、
余
与

二
二
子

[、
五

日
模

、
視
善

工
十

日
刻
、
世

謂

二
三
米
蘭

亭

【、
出
二
於

此

一

也

、
杜
欲

二
百
本

一、
而

以
レ
此

見
レ
帰
、

乃
好

事
欲

レ
広

二其

真

一爾
、

壬
午

五
月
、

西

山
宝
晋

斎
手

装

、

是
歳

既
得

二
上

皇
山
洞
天

一
品
食

一、
廿

露
降

二
林
木

竹
石

一歳

也
。酒

南
山
杜

宝

臣
、
字

器
之
、

祖
両

世
為

レ
郎
、

父
為
レ
令

、
家
伝

唐
模

印
本
、
与

下
購

二
於
蘇
太

簡
家

一貞

観
名
手

双
勾

本
上
、

徽
有

二
出
入

「。

吾
行

年
六
十

、
閲

レ
書

一
世
、

未

二
之
見

一也
、

父
子

三
人
、
逐

レ
字
撫

二
於

第

一
軒

一、
命

工
十

日
刻
成
、

世

謂

三
米
蘭

亭

、

此
其
祖

也
、

丹
陽

郡
甘
露

降

二吾

家
西

山
書

院
梧
桐

一之
歳
、

崇

寧

壬
午
五
月

十
七

日
、

宝
晋
斎

致
爽
手

製
、
裏

陽

米

蓄
元
章

秘
玩

、

米
箭
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
苦
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

三
米
蘭
亭

の
い
わ

れ
は
、

米
箭

が

二
子
と

と
も

に
唐
刻
蘭
亭

を
模
刻

し

た
と

こ
ろ
か
ら

出

て
い

る
。
蘭

亭
考

に
は
、

ま
た
、
米
友
仁

の
蹟

一
則
を
収

め

て
い
る
。

そ
の
践
文

中

に
、
「
建
中
靖

国
元
年
准

山
楼

以

二杜

本

一刻
以
胎

二有

識

一」

と
あ
り
、
崇
寧

元
年

の
前
年

に
刻

し

て
い
る

こ
と
が

わ
か

る
。

趙

叔

盤

本

宗

室

の
叔

盤

(趙
氏
)

が
蘭
亭

を
収
蔵

し

て
い
る
。

遂

に
私

の
家

の
本

に
は
及
ば

な

い
が
、

蘇
舜
欽

の
本

の
上

に
あ
る
。

因

っ
て
重
ね
て
装
背

し

て
、

そ
の
衡

欝

の
紙

を

と
り
か

え
た
が
、
遂

に
精

彩

に
乏

し

い
。

し
か
し

、

都
門

に
お

い
て
は
も

っ
と
も

佳
本

で
あ

る
と

お
も

う
。

王
輩

(
宋
史

三

二
〇
、
字
は

定
国
)

が
余

の
家

の
印
本

を

求

め
て
、

こ
れ

は
湯
普
徹

の
華

し

た
も

の
で
、

王

読
の

家
に
贈

っ
た
華
本

と
同

一
の
も

の
で
あ

る
。
今

、

た
い

そ
う

こ
れ
に
思

い
を
か
け

て
、

こ
れ
を
手
に
入

れ

て
自

ら

解

明

し
よ
う
と

お
も

う
と

い
う
。

唐

石

本

蘭

亭

銭
塘

の
関

景
仁

が
唐

石
本
蘭
亭

を
収
蔵

し

て

い
る
。

定
本

よ
り

は
佳

い
が
、

余

が
家

の
板
本

に
は
及

ぼ

な
い
。

注

余

家
板
本

は
前
記

の
三
米
家
本

の
こ
と

で
あ
ろ

う
。

関
景
仁

は
関
魯

の
子
、
字

は
彦
長
、

ま
た
子
開
、

治
平
年
間

の
進
士
。
蘇

祠
従
杞
録

(呉
驚

撰
)

に
見

え

る
。

古

華

蘭

亭

程
師

孟

(
字
公

開
、

宋
史

三
三

一
)

が
余

に
語
げ

た

。

四
十

千

で
古

華
蘭
亭

一
本
を
収

得
し

た
。
白

玉
軸

で
あ

る
。
出

し

て
見

せ
よ
う
と

し
た
が
、

つ
い
に
手

に
取

っ

た

こ
と
は
な

い
。
今
、

子

の
、
程

宏

の
と

こ
ろ

に
あ
る

。

王
安
上

が
曽

て

こ
れ

を
見

た
、

と

い
う
。

注

こ
の
文
は
蘭

亭
考

に
も
引
用

さ
れ

て
い
る

が
、
文
字

に
異
同

は
な

い
。

王
安

上
は
人
名

ら

し

い
が
、
文

字

に
誤

り
が
あ

る
か
も

し

れ
な

い
。

待
訪
録

に
は
、
な

お
次

の

一
項

が
あ

る

の
で
補

っ
て
お
く
。

蘭

亭

撫

本

宝
章

待
訪
録

に
、
蘭
亭
撫

本
、
右

、

正
議

大
夫
章

惇

践
、
蘇

激

の
収
得

し

た
蘭
亭

に
、

此
れ
は

吾
家

の
収
蔵
す

る
と

こ
ろ

と
同

じ

で
あ
る
と

い
う
、
と
あ

る
。

注

蘇

激

の
収
得

し
た
蘭
亭

は
上

記

の
第

三
本

に
あ
た
る

で
あ
ろ
う
。
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荘

車

剰

ハ
一

β

ー

ひ
き
し

王
右
軍

の
筆

陣
図
、

前

に
自

写
真

(
王
義
之

の
肖
像

画

)

が
あ

る
。

紙

は
金
葉

の
よ
う

に
、
緊

ま

っ
て
薄

く
、

索

々
と
音

が
す

る
、

趙
煉

が

こ
れ
を

一
道

人
か
ら
手

に

入

れ
た
。

章
惇

が
借

り

た
ま

ま
、
返

却
し

な

い
。

注

宝
章

待
訪

録

に
、

王
右

軍
筆
陣
図

、
前

に
自

写
真

が
あ

る
。
紙

は
金

葉

の
よ
う

に
緊

薄

で
索

々
と
音

を

立

て
る
。

右
、
章

子
厚

(
章

惇
)

の
家

に
あ

る
,

章

公
は
自

ら
、
趙

疎
か
ら

借
り
た

と

い
う
。

今
、
祭

河

の
た

め
に
揆
発

さ
れ

た
、

と
い
う
。

挽
発

の

意
は
召

し
ヒ
げ

ら
れ

て
奪
わ

れ

た

こ
と
を

い
う
か

。

筆

陣
図

は
衛
夫

人
筆
陣

図
が

法
書
要
録

に

あ
る

が
、

王
義

之
は
書
筆

陣
図

後

を
書

い
て

い
る
も

の
が
伝

わ
り
、

筆
陣
図

そ
の
も

の
で
は
な

い
。
唐

の
孫

過
庭

の
書

譜

に

王
義

之

の
筆

陣
図

を
記
載

し

て
い
る
か

ら
、

王
義

之

に
も

筆
陣

図

を
作

っ
た
と

い
う

説
が

以

前
か

ら
あ

る
わ
け

で
あ

る
.

こ

こ
で
は
内
容

が
な

お
明
白

で
は
な

い
が
、
首

に
王

自
身
肖
像

画
を

掲
げ

て

い
る

か
ら
、

王
が
衛
夫

人

の
筆

陣
図

を
書

い

た
と

い
う

よ

り
も
、

王
自
身

の
著
述

と

し
て

の
筆

陣
図

の
よ
う

で
あ
る
。

張
彦

遠

の
歴

代
名
画

記
巻
五

、
王
載

之

の
条

の

注

に
、

臨
鏡

自
写
真

図

が
記

さ
れ

て
い
る
。

王

が
自

ら
鏡

に
向

っ
て
え
が

い
た
肖
像

が
あ

っ
た

こ
と
が
わ

か
る
。

自

写
真

と

い
う

の
は

お

そ
ら
く

こ
の
画

に
基
づ

く

も

の
で

あ
ろ
う
。

鵬

王
右

軍
書
、

家

譜

一

王
右
軍

の
書

い
た
家
譜

は
、
山
陰

県

の
王
氏

に
あ

る
。

注

宝
章
待

訪
録

に
、

王
右

軍
書
、

家
譜
。
右

は
山

陰
県

王
氏

の
家

に
あ

る
。
越

州
教

授

王
換

之
が
、

書
簡

を
某

氏

に
与

え

て
、

つ
ぶ
さ

に

こ
の
書

の
あ

る

こ
と

を
述

べ
て
い
る
、

と

い
う
。

王
換

之
、
字

は
彦
舟

、

宋
史

三
四
七

に
伝

が
あ

る
。

唐

棊
右
軍
帖

末

後

一
帖
奉

橘

帖

ま
た
、

唐
拳
右

軍
帖

が
あ

る
。

双

鈎
蝋
紙
拳
本

で
あ

る
。
末

後

の

一
帖
は

「
奉
橘

三
百

頬
、

霜
未

降

、
未

可
多
得

」

と
あ

る
。

卑
応

物

の
詩

に

「
書

後
欲

題

三
百
穎
、

洞

庭
更
待

満
林
霜

」

と
あ
る

の
は
、

こ
の
こ
と
を
用

い

た

の
で
あ

る
。

開
皇

十

八
年

三
月

二
十

七

日
、

参
軍

学
士

諸
葛
穎

、
諮
議

参
軍

開
府
学

士
柳

顧
言
、

釈
智

果
が

そ

の

末
尾

に
践

し

て

い
る
。

注

末
後

一
帖

は
今

日
、
著

名

な
奉
橘
帖

の
こ
と

で
あ

る
。
従

来

の
説

で
は
、
階

の
年

紀

の
践

が
あ

っ
て
、

米

が
唐
蕃

と
言

っ
て
い
る
点

に
問

題

が
あ

っ
た
。

し

か
し
、

詳
細

に
見

る
と
帖

の
本

文

と
践
尾

は

一
紙

に

双
鈎
愼

墨

に
よ

っ
て
模
写

さ
れ

た
も

の
で
、

本
文

蹟
尾

を
あ
わ

せ

て
、

米

の
言
う

と
お
り
唐

拳

と
見

て
よ

い
。

米
清
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

幽



米
帝
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

最
近
、
知
入
が
こ
の
拡
大
写
真
を
携
え
て
き
た
の
に
よ

っ
て
こ
れ
を
確
か
あ
る
こ
と
が
で
き
た
。

稚

恭

帖

晋
右
将
軍
会
稽
内
史
王
義
之
行
書
帖
、
真
蹟
、
天
下
法
書
第

二
、
右
軍
行
書
第

一
で
あ
る
。
帖

の
辞
に

「
義
之
死
罪
、
伏
想
朝
廷
清
和
、
稚
恭
遂
進
鎮
、
東
西
斉
挙
、

想
魁
定
有
期
也
、
義
之
死
罪
」
と
あ
る
。
長
慶
某
年
月
日
、
太
常
少
卿
薫
祐
堕
定
、
王
珪

(
禺
玉
)

(
一
〇

一
九
-

一
〇
八
五
)
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

の
ち
に
禺
玉
の
践

が
あ
り
、

「
門
下
省
印
」

を
捺
し
て
い
る
。
当
時

の
高
貴

の
人
が
多
く
践
を
し
て
い
る
。

の
ち
、
章
惇

(
子
厚
)
が
借
り
て
い

っ
て
し
ま

っ
て
返
さ
な
い
。
そ
の
子
王
仲

修

(
王
珪
の
子
)
が
熱
心
に
紹
介
し
て
返
還
を
請
う
た
が
、
ま
だ
返

っ
て
こ
な
い
。

こ
の
書
は
竹
緕
乾
筆

で
書
い
た
も
の
で
、
筆
-鋒

の
勢
が
欝
勃
し
、
揮
窪
濃
淡
は
雲
煙

の
ご
と
く
、
変
怪
多
態
で
あ
る
。

「
清
」
字

が
破
損
し
て
い
る
。
余
は
親
し
く
之
を
臨
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

注

こ
の
帖
は
今
、
東
書
堂
帖
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
行
書
四
行
、
帖

の
文
章
は
書
史
と
同

一
で
あ
る
。

「
清
」
字

の
左
方
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
も

一
致
す
る
。

待
訪
録
に
も
掲
載
し
、
麻
紙
と
い
い
、
王
仲
修
を
丁
仲
修
に
誤

っ
て
い
る
。
宝
晋
英
光
集
に
、
王
右
軍
稚
恭
帖
賛
が
あ
る
。

桓
公
破
莞
帖

王
略
帖

王
義
之
の
桓
公
破
莞
帖

に
は

「
開
元
」
の
印
が
あ
る
。
唐
懐
充
の
践

(
こ
こ
は
押
署

の
意
)
が
あ
る
。
筆
法
は
神

に
入
る
。
蘇
之
純

(蘇
澄
の
子
)
の
家
に
あ
る
。
之

純
が
卒
し
、
そ
の
家
で
は
値
段
を
定
め
て
、
な
が
い
あ
い
だ
売
り
に
出
し
て
い
た
。
余
は
西
京
に
使
し
て
ま
だ
帰
ら
な
い
う
ち
に
、
宗
室
の
仲
妥
が
き
ば

っ
て
買
い
取

っ

て
し
ま

っ
た
。
そ
の
上
、
約
束
を
し
て
、
米
氏
が
帰

っ
て
き
て
、
そ
の
言
値
が
よ
け
れ
ば
、
ゆ
ず
り
渡
し
て
も
よ
い
と
言

っ
た
。
余
は
そ
こ
で
衣
類
を
質
に
お
い
て
、
そ

の
値
段
を
増
加
し
て
買
い
戻
し
た
。
し
か
し
仲
妥
は
す
で
に
下
手
な
職
人
に
装
背
さ
せ
て
、
古
い
践
尾
を
勢
り
と

っ
て
し
ま
い
、
ば
ら
ば
ら
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

何
と
し

て
も
痛
ま
し

い
限
り
で
あ
る
。

注

宝
章
待
訪
録

に
、
王
右
軍
相
温
破
施
帖
、
開
元
の
印
と
唐
懐
充
の
践
が
あ
る
。
右
、
筆
法
は
入
神
奇
絶
で
あ
る
。

こ
の
帖
は
王
仲
脩
の
家

の
稚
恭
帖
と
と
も

に
神
物
で
あ
る
。

「
開
元
」
の
印
と
唐
懐
充
の
践
が
あ
る
。
蘇
澄

(道
渕
)
の
子
、
之
純
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
之
純
は
今
、
歎
州
の
判
官
と
な

っ
て
い
る
。

破
禿
帖
は

一
名
王
略
帖
。
米
蒲
の
刻
し
た
も

の
が
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
の
巻
首
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
帖
は
米
希
が
入
手
し
て
、
王
書
の
最
上
品
と
し
て
愛
蔵

し
た
も

の
で
あ
る
。
宝
晋
英
光
集
に
王
略
帖
賛
と
践
王
右
軍
帖
が
あ
る
。
小
著
中
国
書
論
集
、
宋
拓
宝
晋
斎
法
帖
鑑
賞
記
参
照
。

玉

潤

帖
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王
義

之

の
玉

潤
帖

は
、
唐

人
が
冷

金
紙

の
土

に
双
鈎

し

た

季
帖

で
あ

る
。

そ

の
文

に
、

官

奴

小
女
玉

潤
、
病

来
十
余

日
、

了
不
令

民
知

、
昨

来

忽
発
病

、

至
今
転
篤

、
又
苦

頭
雛
、

頭
懸

巳
潰
、
尚

未

足
憂
、

痢
疾

少
差
者
、

憂
之
憔

心
、

良
不

可
言
、

頃
者

報

疾
、
未

之
有

、
良
由

民
為
家

長
、

不
能
克

己
勤

修
、

訓

化
上
下

、
多

犯
科
誠

、
以

至
於
此
、

民
惟

帰

誠
、

待
罪

而
巳
、

此
非
復

常
言
常

辞
、

想
官

奴
辞
巳

具
、
不

復
多

白

、
上
負

道
徳

、
下
梶

先
生
、
夫

復

何
言
。

と
あ

る
。

こ
の
帖

は
稚
恭

帖

の
後

に

つ
づ

い
て
い
る
。

文

字

の
大
き

さ
は
蘭

亭
序

に
似

て
い
る
。

そ

の
真
蹟

は

、
さ
だ

め
し

神

妙
な

も

の
で
あ
ろ

う
。

注

玉
潤
帖

は

一
名
官

奴
帖

と

い
う
。
宋
拓

宝

晋

斎
法
帖

に
刻

さ
れ

て

い
る

の
は
、
米

侑
所

見

の
帖

で
あ

ろ
う
。

明

の
集
帖
、
快

雪
堂
帖

、
戯

鴻
堂
帖

な
ど

に
刻

さ

れ
て

い
る
著

名

な
法
帖

で
あ

る
。

王
氏
書

苑
本

に
病
来

を
病
後

に
作

る
の
は

誤
り

で

あ
ろ
う
。

帖

に
校

合

す
る

と
、

「
已
潰

」

の
巳
を

以

に
作

り
、

「
未

足
」

の
未

を
不

に
作

り
、

「
克

己
」

の
克

を
剋

に
作

り
、

「
勤
修

」

の
勤

を
惣

に
作

り
、

「
己

具
」

の
己
を

以

に
作

る
。

み
な
帖

に
依

る

べ
き

で
あ
ろ

う
。

宝
章
待

訪
録

に
、

王
右
軍

玉
潤
帖

、
右
、

蘇
州

教
授

閻
丘
籟

云

う
、

承
議
部

建
安

の
王
皇

の

と

こ
ろ

に
あ

る
。

占

践
が
あ

り
、
装

書
人

(表

具
師

)

に
装
背

せ
し

め

た
が
、

久
し

く
返
還

し
な

い
ば

か
り
か
、

践

を

半
分
前
刀
り

と

っ
て
し
ま

っ
た
。

み
な
唐
名

公

の
も

の
で
あ

る
。
告

訴
し

た
が
手

に
戻
す

こ
と
が

で
き

な

か

っ
た
の

で
職
入

に
四
十
千

の
陪
償

を
要

求
し

た
。

こ
の

こ
と
か

ら
も
原
本

を
切

り

と

っ
て
少

な
か
ら

ぬ
金
も

う
け

を
し

た

こ
と
が
わ

か
る
、

と

い
う
。

待
訪
録

の
こ
の
文

に

記

し

て
い
る

の
は
玉
潤
帖

の
真
蹟

の
よ
う

で
、
前

記

の
模

本

で
は
な

い
よ

う
で
あ

る
。

快

雪

時

晴

帖

帖

に

[
義

之
頓

首
、
快

雪
時

晴
佳
、

想

安
善
、
未

果

為

結
、

力
不

次
、
王

義
之
頓
首

、
山
陰

張
侯
L

と
あ

る
。
真

字

の
体

に
か
か
れ

て

い
る
が
、
数
字

は
行

体
を

帯
び

て

い
る
。

今
、
世

上

に
は
、
右
軍

(義

之

)

の
真

字

の
帖

は
な

い
。
帖
末

に

「
君
脩
」

二
字

が
あ

る

。

こ
れ
は
梁
秀

の
押

縫

(
紙
縫

の
押

署
)

で
は

な
い
か

と
お
も

う
。

「
楮

氏
」

二
字

の
印

が
あ

る
。

こ
れ
は
楮

令

(
遂
良

)

の
印

し

た
も

の
で
あ

る
。
蘇
氏

に
は
、

三
本

あ

っ
て
、

諸
房

に
蔵

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
う

ち

一
本

は
余

が
交

換
し

て
入

手

し
た
。

一
本

は
劉

脛

(
巨
済
)

が
手

に
入

れ
た

。

た
だ

し
、
劉

の
本

に
は
楮

の
印

が
な

い
。

注

書
道
芸

術

一
、

中

国
書
論
集

、

宋
拓

宝
晋

斎

法
帖
鑑

賞
記
参

照
。

筆

精

帖

米
背
書
史
所
載
王
義
之
帖
考
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米
帯
書
史
所
載
王
義
之
帖
考

王
義
之
の
筆
精
帖
は
、
帖
内
の
両
字
は
、
集
字
し
て
諸
家
の
碑

の
上
に
あ
る
。
押
縫
に
、

「
貞
観
」
の
半
印
が
あ
る
。

日

寒

帖

王
献
之
の
日
寒
帖
に
は
、
唐
氏
雑
跡
の
印
が
あ
る
。
帖
後
に
、
謝
安
の
批
二
行
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
帖

の
後
に
批
し
て
答
と
為
し
た
も
の
で
あ
る
。
唐
太
宗
は
献
之
の

た

つ
と

慰
問

の
帖
を
敬
ば
な
か

っ
た
。
ゆ
え
に
帖
上
か
ら

「
不
次
献
之
白
」
の
字
を
刮
り
去

っ
て
、

こ
れ
を
羊
欣

の
書
と
い
い
、
そ
う
し
て
募
集
に
応
じ
た
。
そ
し
て
前
帖

(筆

精
帖
)
を
薄
紹
之
の
書
と
し
た
。
践
尾
に
官
姓
名
を
書

し
て

「
大
暦
某
年
月
日
」
と
記
し
た
。
帖
末
で
は
古
い
姓
名
を
刮
り
去

っ
て
、
五
代

の
人
が
題
し
て

「
醇
畠
、
之

を
記
す
」
と
い
う
。
後
に

一
行
を
題
し
て

「
某
年
、
和
傳

(
和
凝
の
こ
と
)
余
に
遺
る
」
と
あ
り
、
押
字
に
は
醇
丞
相
居
正
と
あ
る
。

こ
れ
は
和
凝
丞
相
が
改
め
て
醇
氏
の
故
物
と
為
し

て
、
そ
れ
を
解

(
居
正
)
に
遺

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
の
ち
王
文
恵
の
家
に
帰
し
た
。

注

宝
章
待
訪
録
に
、
王
右
軍
紙
妙
筆
精
帖
、
「
貞
観
」
の
印
が
あ
る
。
王
大
令
日
寒
帖
、
「
唐
氏
雑
迩
」

の
印
が
あ
る
。
右
は
故
相
王
曽

の
家
の
物

で
、
そ
の
孫

景
融
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
後
に
前
龍
図
待
制

の
沈
括

(存
中
)
の
も
の
と
な

っ
た
。
あ
と
に

つ
い
て
い
た
古
践
は
取
ら
れ
て
、
右
軍
を
羊
欣
と
し
、
大
令
を
薄
紹
之

と
し
、

そ
う
し
て
大
中
歳

の
践
か
ら
、
数
字
を
刮
り
去

っ
て
、

「
醇
琶
之
を
記
す
」
と

い
う
文
字
を
墳
入
し
た
。

そ
し
て
故
相
酵
居
正
が
題
し
て

「
和
傳
、
余
に
遺

る
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
和
凝
が
蘇
氏
の
故
物
と
し
て
、
醇
居
正
に
所
蔵
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
唐
太
宗
は
も
と
よ
り
子
敬

(
王
献
之
)
の
書
を
こ
の
ま
な
か

っ
た
。

ゆ
え
に
当
時
の
入
々
は
他
の
人
の
名
を
之
に
名
づ
け
て
、
募
集
に
応
じ
た
。
さ
き
に
の
べ
た
薄
紹
之
の
書

で
は
、

日
乃
干
耳
の
字
は
刮
り
去
ら
ず
、

「
及
不
次
献
之

頓
首
」

の
字
は
、
な
お

一
分
ば
か
り
あ
る
。
大
中
年
間
の
蹟
は
も
は
や
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
ま
た
讐
識
に
く
ら
い
人
々
の
所
有
と
な

っ
て
、
大
切
な

宝
物
が
永
久
に
そ
の
真

の
相
を
失
う
こ
と

に
な

っ
た
。
な
ん
と
痛
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

筆
精
帖
は

二
王
帖
と
澄
清
堂
帖

(戯
鴻
堂
帖
本
)
に
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
残
欠
し

て
い
る
。
日
寒
帖
は
重
編
本
宝
晋
斎
法
帖
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
及
不

次
献
之
白
」
字
は
な
い
。
岳
珂
の
法
真
斎
法
書
賛

に
は
、
米
箭
の
臨
し
た
筆
精

日
寒
帖
を
掲
げ
、
釈
文
を
加
え
て
い
る
。
釈
文
は
現
在
の
帖
に
比
べ
て
欠
文
の
な
い

も
の
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

「
及
不
次
献

之
白
」

の
六
字
は
米
荒
が
意
を
も

っ
て
補

っ
た
と
し
て
い
る
。

書
史
の
王
文
恵
は
、
待
訪
録
で
は
王
曽
と
し
て
い
る
。
王
曽
の
論
は
文
正
で
あ
る
。
法
書
賛
で
は
王
文
正
と
言

っ
て
い
る
。
書
史
の
王
文
恵
は
王
文
正
と
す
る
方

が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
書
史

で
は
、

こ
の
文
に

つ
づ
く
王
文
恵
本
蘭
亭
序
と
混
同
し
た
の
で
は
な
い
か
。

来

戯

帖
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王
戯

之

の
来
戯
帖

は
、
黄
麻

紙

に
書
か

れ

て
い
る
。

字

法
は
清

潤

で
あ

る
。
若

い

こ
ろ

に
書

い
た
も

の
で
あ

る
。
紙
幅

一
ぽ

い
に
書

か
れ

て
い
る

が
、

そ
の
間
、

数
字

読

み
に
く

い
文
字

が
あ

る
。
六

朝

の
人
が
写

し

て
、

傍

ら

に
注
を
加

え

て
い
る
。

後
世

の
人

が
ま

た
雌

黄

を
も

ち

い
て
塗
り
掛

け
て

い
る
。

年
月

が
立

っ
て
、

膠
が

剥
落

し

て
、
文
字

が
五

分
の

一
ほ
ど
あ
ら

わ
れ

て

い
る
。

こ

の
帖

は
丁
晋

公

(丁

謂
)

の
孫

(丁
景

)

の
、

絵
像

恩
沢
を
受

け
た
も

の
の
書
斎

の
う
ち

に
あ

り
、
晋

公

の
故
物

で
あ

る

と

い
う
。

二
十

千

(
二
万

)
の
価

で
人

に
手

渡

そ

う
と
し

て
い
た
。
余

は
さ

っ
そ
く

そ
の
値
段

で

買

い
取

ろ
う

と
し
た
。

君
は
す

で
に
余

と
来

往

し

て

こ
の
帖

に

つ

い
て
相
談

を
な
し
、
余

も
践

を
か

い
て

そ
の
帖
後

に
粘

装

ま
で
し

た
が
、

つ
い

に
そ

の
鄭

の
大

姓
貰
氏

に
質
入

れ
し

て
、

二
十
千

を
手

に
入
れ

た
。

何

と
か
し

て
も

と
に

う

つ

買

い
戻
す

べ
き
も

の
で
あ

る
と
お
も

い
な
が

ら
、
今

も

う
十

五
年

を

へ
て

い
る
が
、

ま
だ
質
氏

の
も
と

に
あ

る
。

か

っ
て
あ
る

人
が
薄

い
紙

で

こ
の
帖

を
搦
し

と

っ
た
。

そ

の
と

き
、

墨
が

数
行

に
わ
た

っ
て
に
じ

み
透

っ
て
、

静

地

(文
字

の
周
辺

の
白

い
紙

の
部

分
)
ま

で

汚
れ

て
し
ま

っ
た
。

た

い
そ
う
歎

か
わ
し

い

こ
と

で
あ

る
。

そ
の

家

に
は

ま
た
、
韓
択
木

の
八
分

一
巻

が
あ

る
。
唐

人

の
薄
紙

で
華

し
た
五
帖

一
幅

で
あ
る
。

注

こ
の
文

は
宝
章
待

訪
録

に
は
、

王
右

軍
来

戯
帖
、

右
、
麻

紙
、

六
朝

の
人

の
臨
す

る
と

こ
ろ
。
小

真
字

を
労
注
し

、
数
校

し
て
ま

た
雌
黄

で
覆

う
て

い
る
。

蘇
州

の
故
相

の
丁
謂

の
孫

、
丁
景

の
と

こ
ろ

に
あ

る
。

の
ち
、

一
万

の
値

で
郵

州

の
梨

子
志

の
と

こ
ろ

へ
質
入

れ
し
た
。

梨
子
志

は
染

適

の
孫

で
あ
る
。

ま

た
、
唐

の
双
鈎

の
撫
帖

が
あ
り
、

こ
れ

も
丁
景

の
と

こ
ろ

に
あ
る
。
某

(私

)
は
ど
ち

ら

に
も

題
践

を
書

い
て

い
る
。

原
文

「
六
朝
写

経
編
字

注
之
、

後

人
復
以

雌
黄

塗
蓋
」

を
待

訪
録

で
は

「
六
朝

入
所
臨

写
、
鍔

注
小
真

字
、
数
校

復
以

雌
黄
覆

之
」

に
作

る
。
蓋

は
覆

蓋

の
意

で

あ

ろ
う
。

こ
の
帖

は
現
存

の
法
帖

に
は
見

当
ら

な

い
。

137一

 

書
史
所
載

の
王
義
之
帖
は
、
な
お

こ
の
ほ
か
に
二
十
二
項
あ
る
。
そ
の
中

の
思
言
叙
帖
、
鵤
等
帖
、
嚢
鮮
帖
な
ど
は
現
存
の
法
帖

に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ

ら
の
二
十

二
項
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
次
の
稿

に
譲
り
た
い
。
ヒ
記
の
米
箭
の
鑑
識
し
た
王
帖
の
大
部
分
は
、
か
れ
の
書
論
に
お
け
る
晋
韻
を
具
備
し
た
名

品
で
あ
り
、

の
ち
の
明
清
に
栄
え
た
集
帖
の
中
心
を
な
し
、
法
書
研
究

の
基
礎
資
料
と
し
て
重
大
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
稿
に
お
い
て
米
苗
の
書
論
を

究
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

米
侑
書
史
所
載
王
義
之
帖
考


